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2広報せきかわ　2019・３月号

▶
ダ
ム
の
主
ゲ
ー
ト
を
操
る
開
閉
装
置

　
﹁
お
お
い
し
・
ど
も
ん
こ
祭
り
﹂︵
大
石
・
山
と
川
に
親
し
む
会
主
催
・

橋
八
男
会
長
︶

が
２
月
10
日
、
大
石
ダ
ム
湖
畔
県
民
休
養
地
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
巨
大
ど
も
ん
こ
は
、
高
さ
約
６
㍍
、
幅
約
10
㍍
の
大
き
さ
で
、
前
日
に
地
元
住
民
や

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
生
な
ど
約
70
人
で
作
り
上
げ
た
も
の
。

　
会
場
で
は
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
よ
る
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
体
験
や
タ
イ
ヤ
滑
り
、
イ
グ

ル
ー
作
り
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
昔
懐
か
し
い
煎
餅
型
を
使
っ
た
煎
餅
焼
き
体
験
コ

ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
来
場
者
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
大
石
ダ
ム
40
周
年
記
念
と
し
て
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
の
雪
山

探
索
や
普
段
見
ら
れ
な
い
ダ
ム
の
中
も
見
学
。
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

巨
大
ど
も
ん
こ　

来
場
者
を
魅
了
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こ
の
七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る
で
来
村

し
た
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
の
う
ち
15

名
が
、
七
ヶ
谷
地
区
の
雪
ほ
た
る

主
催
関
係
者
宅
に
泊
ま
る
﹁
試
行

民
泊
﹂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
と
村
民
と

の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
イ
ベ
ン
ト
前
日
、
４

軒
の
受
け
入
れ
先
で
そ
れ
ぞ
れ
一

泊
し
ま
し
た
。

　
受
け
入
れ
先
の
一
つ
、
五
十
嵐

肇
さ
ん
︵
上
川
口
︶
宅
に
は
、
一

ノ
宮
旺
純
さ
ん
︵
龍
谷
大
２
年
︶、

小
泉
和
貴
さ
ん
︵
神
奈
川
大
１
年
︶、

武
知
遼
平
さ
ん
︵
龍
谷
大
１
年
︶

が
訪
れ
ま
し
た
。
五
十
嵐
さ
ん
宅

は
、
４
人
の
お
子
さ
ん
が
全
員
男

の
子
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
家
族

も
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
が
で
き
た

と
の
こ
と
。
五
十
嵐
さ
ん
か
ら
民

泊
を
希
望
し
た
理
由
を
問
わ
れ
た

学
生
は
﹁
雪
の
あ
る
暮
ら
し
を
体

験
し
た
か
っ
た
﹂﹁
一
泊
す
る
こ
と

で
も
っ
と
関
川
村
の
人
を
知
り
た

い
と
思
っ
た
﹂
な
ど
、
学
生
の
村

民
に
対
す
る
﹁
愛
﹂
が
垣
間
み
ら

れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
こ
の
民
泊
を
き
っ
か

け
に
、
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
し

て
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

タ
ラ
ン
ペ
ク
ラ
ブ

加

藤

克

徳

︵
代
表
・
鮖
谷
︶

　
安
角
小
学
校
の
閉
校
記
念
行
事

で
始
ま
っ
た
﹁
雪
ほ
た
る
﹂
は
、

い
つ
の
間
に
か
10
回
を
数
え
る
イ

ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今

で
は
村
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方

が
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ

ン
ト
に
成
長
し
ま
し
た
。
﹁
札
幌

み
た
い
に
大
き
な
雪
像
で
は
な
い

け
れ
ど…

七
ケ
谷
雪
ほ
た
る
は
、

ほ
ん
わ
か
温
か
い
！
﹂
を
合
言
葉

に
、
地
域
住
民
と
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
が

力
を
合
わ
せ
、
村
内
各
団
体
の
協

力
と
年
々
大
き
く
な
る
村
民
の
応

援
を
い
た
だ
き
、
今
年
も
笑
顔
あ

ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
生
民
泊
を
体
験
！

「
ほ
ん
わ
か
温
か
い

　
　

七
ケ
谷
雪
ほ
た
る
」

「
ほ
ん
わ
か
温
か
い

　
　

七
ケ
谷
雪
ほ
た
る
」

　
２
月
３
日
、
安
角
ふ
れ
あ
い
自
然
の
家
を
会
場
に
、
七
ヶ
谷

雪
ほ
た
る
︵
主
催
タ
ラ
ン
ペ
ク
ラ
ブ
・
加
藤
克
徳
代
表
・
鮖
谷
︶

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、
I
V
U
S
A
学
生
50
人
も

参
加
。
節
分
に
か
け
て
鬼
の
雪
像
な
ど
、
七
ヶ
谷
の
集
落
ご
と

に
雪
像
が
作
ら
れ
、
約
1
5
0
0
個
の
雪
灯
ろ
う
が
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
﹁
や
ろ
で
ば
会
﹂︵
平
田
大
之
会
長
・
大
島
︶
に
よ
る
ス
カ
イ

ラ
ン
タ
ン
50
基
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
と
、
空
に
浮
か
ぶ
灯
り
に

大
勢
の
人
が
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
ま
し
た
。
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　３月と言えば、卒業・入学・就職などによって引っ越しされる方も多いと思います。その際に必要
となるのが、住所変更などの各種手続き。お忘れのないようお願いします。

　
進
学
や
就
職
な
ど
で
住
所
の
異

動
が
あ
る
方
は
、
転
出
・
転
入
の

手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
票
は
、
選
挙
人
名
簿
の
登

録
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金

の
資
格
や
給
付
、
印
鑑
登
録
な
ど

日
常
生
活
と
密
接
な
関
係
が
あ
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。
住
所
を
異
動
し
て

も
成
人
式
な
ど
は
地
元
で
参
加
で

き
ま
す
が
、
異
動
手
続
き
を
し
な

い
と
、
適
切
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
月
末
に
な
る
と
窓
口
が

大
変
混
み
合
い
ま
す
。
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
廃
車
や
譲
渡
さ
れ
る
場
合
は
も

ち
ろ
ん
、
村
外
に
転
出
さ
れ
る
場

合
も
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
そ
の
後

も
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
廃
車
な
ど
の
手

続
き
は
３
月
29
日
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

●
転
入
の
場
合

　
水
道
の
開
栓
に
は
、
申
請
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

●
転
出
の
場
合

　
水
道
の
閉
栓
や
名
義
変
更
に
は
、

申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

手
続
き
に
は
、
ハ
ン
コ
が
必
要

で
す
。

住
所
変
更
の
手
続
き

　

住
民
福
祉
課
住
民
戸
籍
班

　
　
　

☎
６
４
｜
１
４
７
１

軽
自
動
車
等
の
手
続
き

※

手
続
き
は
車
種
ご
と
に

　
　
　
　
　

異
な
り
ま
す

上
・
下
水
道
の
手
続
き

　

建
設
環
境
課
水
道
環
境
班

　
　
　

☎
６
４
｜
１
４
７
９

住所変更などに伴う手続き

軽自動車等の届け出先

内　容

村外から引

っ越してき

たとき

村内で住所

が変わった

とき

村外へ引っ

越すとき

車　種

原動機付自転車

（125cc以下）

小型特殊自動車

軽二輪車

二輪の

小型自動車

軽三輪車

軽四輪車

届出先等

税務会計課税務班
☎ 64−1451

※廃車手続きの際、標識と
　ハンコをお持ちください。
　標識を紛失された場合、
　てん末書と手数料300円
　が必要です。

全国軽自動車協会連合会

☎ 025−275−5704

北陸信越運輸局
新潟運輸支局
☎ 050−5540−2040

軽自動車検査協会
新潟県主管事務所
☎ 025−275−5845

届出期間

住み始めてから

14日以内

※事前の届出は

できません。

あらかじめ

転出前に

届け出に必要なもの

届出人のハンコ

通知カード又はマイナン
　バーカード

国民健康保険、後期高齢
　者医療、介護保険に加入
　している人は保険証、母
　子手帳

国民年金手帳

転入届をされる人は、以
　前住んでいた市区町村か
　ら発行された転出証明書
　※転出届の際に転出証明
　　書を交付します

住基カード（お持ちの方）

本人確認できるもの
（運転免許証や健康保険証
　など）

種類

転入届

転居届

転出届

役
場
で
で
き
る
手
続
き

役
場
で
で
き
な
い
手
続
き

新生活 はじまる新生活 はじまる

引越×住民票×選挙引越×住民票×選挙
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このページに関する問い合わせ先　　　関川村選挙管理委員会　☎ 64－1446

引っ越しに関する選挙のよくある質問Ｑ＆Ａ引っ越しに関する選挙のよくある質問Ｑ＆Ａ

「投票所入場券」と「期日前投票宣誓書」が１つになりました！「投票所入場券」と「期日前投票宣誓書」が１つになりました！

Ｑ．引っ越ししたら、どこで投票できるの？

　Ａ．新住所地に引っ越ししてから３か月経過していれば、新住所地で投票できますが、住民票を

移す必要があります。

※引っ越しをした場合、転入した日から14日以内に新住所地の市区町村に届出をする必要が

あります。

Ｑ．引っ越しして３か月経たずに選挙があるとき、投票できないの？

　Ａ．引っ越し前の住所地（旧住所地）に３か月以上住んでいたのであれば、旧住所地で投票でき

ます。

※地方選挙では、当該選挙が行われる区域内で住所移転した場合に限られます。

Ｑ．旧住所地に行けない場合はどうしたらいいの？

　Ａ．不在者投票制度※を利用できます。

※公示日または告示日の翌日から選挙または国民投票期日の前日までの期間に、不在者投票

管理者の管理する場所および現在地で投票できる制度。

４月７日（日）は 新潟県議会議員一般選挙 です。

これまで期日前投票をする際は、期日前投票所で宣誓書に住所等を記入していただいていましたが、

皆さんの住所地へ郵送する投票所入場券が期日前投票宣誓書として利用できるようになりました。

※選挙当日に投票される場合は、宣誓書への記入は不要です。

期日前投票所に

お越しになる前に、ご自分の

入場券を切り取り、宣誓書に必要

事項を記入してお持ちいただければ、

受付がスムーズになります

投票日当日、投票できない事由
を〇で囲んでください

氏名・住所・生年月日を
それぞれご記入ください

31　○　○

40　3　 4

期日前投票に来られる
日をご記入ください

関川村大字下関912

関川太郎

○

○
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　当社は、新潟県・富山県を中心として全国にコン

クリート二次製品を製造販売し、近年は東日本大震

災の復興にも協力させていただいています。

　羽越出張所・関川工場は、昭和63年に創業を始め、

土留擁壁製品・道路用製品・法面保護製品・環境整

備用製品など幅広いコンクリート二次製品をお客様

のニーズにお応えするため、たゆまぬ技術革新とサ

ービスに努め、品質の管理された製品を各方面に提

供しています。

　
社
員
の
飯
田
和
人
さ
ん
と
石
田

健
さ
ん
に
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

︵
飯
田
さ
ん
︶﹁
平
成
７
年
に
入
社

し
ま
し
た
。
工
場
内
で
製
品
づ
く

り
の
応
援
も
し
て
い
ま
す
が
、
主

な
仕
事
は
完
成
品
を
お
客
様
へ
運

ぶ
た
め
の
﹁
配
車
﹂
で
す
。
冬
場

が
年
間
で
一
番
混
み
合
う
時
期
で
、

ト
ラ
ッ
ク
の
手
配
な
ど
ス
ム
ー
ズ

に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
お
客
様
の
満
足
い
く
製

品
を
納
期
ま
で
に
届
け
ら
れ
た
と

き
に
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
く

と
、
苦
労
が
報
わ
れ
た
よ
う
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
お
客
様
と
信

頼
関
係
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、

や
っ
て
当
た
り
前
の
仕
事
を
確
実

に
こ
な
し
、
そ
れ
を
続
け
て
い
く

こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
製
品
を

待
っ
て
い
る
お
客
様
の
た
め
、
仕

事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
﹂

︵
石
田
さ
ん
︶﹁
地
図
に
残
る
、
形

に
残
る
仕
事
が
し
た
い
と
学
生
の

こ
ろ
か
ら
製
造
を
専
攻
、
そ
の
後

ゼ
ネ
コ
ン
に
入
社
。
こ
れ
ま
で
に

学
ん
だ
知
識
を
生
か
す
た
め
、
こ

こ
に
入
社
し
て
10
年
に
な
り
ま
す
。

仕
事
の
内
容
は
﹁
営
業
﹂
で
す
。

お
客
様
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
解

決
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
や
、
製

品
の
提
案
な
ど
、
お
客
様
の
立
場

に
立
っ
た
仕
事
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
こ
の
仕
事
は
、
正
解
が
な
い

中
で
、
い
か
に
お
客
様
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
お
客
様

お
一
人
お
ひ
と
り
要
望
が
違
う
の

で
、
お
客
様
に
あ
っ
た
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
と
き
に
悩
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
社
内
で
知
恵
を

出
し
合
い
、
解
決
方
法
を
見
つ
け
ま

す
。
信
頼
で
き
る
仲
間
と
と
も
に
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
﹂

▲完成品を受注先へ運ぶため、トラック

　に積み込む様子

№6
企 業 紹 介

住　　所：打上81番地1号

代 表 者：工場長　渡邉浩志

従業員数：19名

創 業 年：1988年７月（昭和63年）

会社概要：コンクリート二次製品製造販売

㈱アドヴァンス羽越出張所・関川工場

関川村の

キラリと光
る

▶
渡
邉
浩
志
工
場
長

▶
飯
田
和
人
さ
ん
　

︵
右
︶

　
石
田
　
健
さ
ん
　

︵
左
︶

JA関川支店
●　

　関川商工会
　　●

辻井
　　　製作所様

●

消防署関川分署●

交通安全
地蔵尊

　 ●

●

荒

川

当社

至坂町

至小国

下関駅
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　関川村教育委員会は、文部科学省からの「勤務時間の上限に関するガイドライン（平成31年１月

25日）」を受け、村における教員の勤務時間の上限を次のように定めました。これに伴い、教員の

働き方と部活動の指導体制が変わります。

１　勤務時間の上限について
 (1)　上限の目安時間
　　ア　１か月の時間外勤務が、45時間を超えないようにすること。
　　イ　１年間の時間外勤務が、360時間を超えないようにすること。

 (2)　特例的な扱い
　　ア　１年間の時間外勤務が720時間を超えないこと。
　　イ　１か月の時間外勤務が45時間を超える月は、１年間に６月までとすること。
　　ウ　１か月の時間外勤務が100時間未満であるとともに、連続する複数月の時間外勤務の平均

が80時間を超えないこと。

 (3)　具体例
　　ア　上限の目安時間の場合（年間最大360時間を超えない）

　　イ　特例的な扱いの場合（年間最大720時間を超えない）

２　部活動の指導体制について
 (1)　部活動時間
　　　週当たり平日４日・週末１日以内、１日の
　　活動時間は平日２時間・休日３時間程度とし
　　ます。

 (2)　指導体制
　　　教員の本務である授業の準備（教材研究）時間を確保するために、二人顧問制を維持し、交
代しながら指導・支援します。

４月から教員の働き方と部活動指導体制が変わります４月から教員の働き方と部活動指導体制が変わります

月

例１ 40 30 30 30 0 40 30 30 30 40 30 30 360

例２ 40 40 40 40 0 40 40 40 20 20 20 20 360

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 最大

月

例１ 90 70 80 80 15 100 60 45 45 45 45 45 720

例２ 100 60 80 80 20 80 75 45 45 45 45 45 720

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 最大



8広報せきかわ　2019・３月号

　
部
落
解
放
同
盟
新
潟
県
連
合
会

関
川
高
田
支
部
の
荊
冠
旗
開
き
が

２
月
10
日
、
開
催
さ
れ
、
学
校
の

先
生
方
や
地
元
集
落
役
員
、
村
議

会
議
員
、
人
権
団
体
関
係
者
な
ど

約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
学
習
会
で
は
、
せ
き
か
わ
歴
史

と
み
ち
の
館
館
長
の
安
久
昭
男
さ

ん
が
﹁
雑
学
想
い
出
ア
ル
バ
ム
﹂

と
題
し
て
、
識
字
学
級
﹁
雑
学
講

座
﹂
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い

て
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
真
を
投
影

し
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。
当
時

を
写
す
懐
か
し
い
写
真
と
、
そ
れ

を
解
説
す
る
安
久
さ
ん
の
話
ぶ
り

で
笑
い
の
絶
え
な
い
学
習
会
に
な

り
ま
し
た
。

　
か
つ
て
同
和
地
区
は
、
差
別
の

た
め
に
安
定
し
た
仕
事
に
就
く
道

が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
た
め
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
働
き
に
出
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
満
足
に
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
厳
し
い
状
況

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

失
わ
れ
た
学
習
の
機
会
を
再
び
得

る
た
め
、
村
で
は
、
平
成
15
年
に

雑
学
講
座
を
開
設
。
現
在
は
、
高

田
地
区
ふ
る
さ
と
会
館
な
ど
で
毎

月
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
旗
開
き
で
は
、
差
別
の
な

い
社
会
の
実
現
に
向
け
、
一
人
ひ

と
り
が
取
り
組
む
こ
と
を
改
め
て

確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
18
日
、
村
と
新
発
田
・
村

上
地
域
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
議
会
が
主
催
し
た
人
権
講

演
会
が
、
関
川
中
学
校
を
会
場
に

行
わ
れ
、
中
学
生
約
１
２
０
名
と
、

一
般
参
加
者
20
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
講
師
は
、
タ
レ
ン
ト
の
ス
マ
イ

リ
ー
キ
ク
チ
さ
ん
。﹁
言
葉
の
責
任

ネ
ッ
ト
の
被
害
者
・
加
害
者
に
な

ら
な
い
た
め
に
〜
命
の
大
切
さ
、

人
生
の
大
切
さ
、
あ
き
ら
め
な
い

心
〜
﹂
と
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
ス
マ
イ
リ
ー
キ
ク
チ
さ
ん
は
、

１
９
９
９
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
掲
示
板
に
、
身
に
覚
え
の
な
い

事
件
の
殺
人
犯
だ
と
事
実
無
根
の

書
き
込
み
を
さ
れ
、
以
降
、
誹
謗

中
傷
や
脅
迫
な
ど
を
10
年
間
受
け

続
け
て
き
ま
し
た
。

　
﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
経

歴
や
年
齢
、
性
別
に
関
係
な
く
、

個
人
的
な
価
値
観
の
違
い
が
顕
著

に
表
れ
て
し
ま
う
。
子
ど
も
の
う

ち
か
ら
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
適
切
に

理
解
・
解
釈
・
分
析
で
き
な
い
と
、

本
人
が
こ
と
の
重
大
さ
に
気
づ
か

ず
、
匿
名
と
い
う
解
放
感
と
モ
ラ

ル
の
認
知
度
の
違
い
か
ら
、
境
界

線
を
越
え
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ

る
﹂
と
生
徒
た
ち
に
注
意
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

・
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
速
効
性
と

拡
散
力
を
か
ね
備
え
た
ツ
ー
ル

で
あ
る
。

・
一
度
で
も
ネ
ッ
ト
上
に
出
し
た

情
報
は
、
第
三
者
が
自
由
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。

・
リ
ツ
イ
ー
ト
や
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー

ス
ト
し
た
だ
け
で
も
、
責
任
を

負
わ
さ
れ
る
。

・
言
葉
や
画
像
、
動
画
が
犯
罪
に

な
る
危
険
性
が
あ
る
。

・
現
在
地
が
わ
か
る
﹁
ナ
ウ
﹂
は

避
け
る
︵
個
人
情
報
が
漏
れ
る
︶。

・
友
だ
ち
や
登
録
し
て
い
る
人
し

か
見
て
な
い
は
勘
違
い
！

・
投
稿
す
る
前
、
文
章
や
画
像
に

問
題
が
な
い
か
読
み
返
す
。

・
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
時
は
投
稿

し
な
い
！
︵
判
断
力
が
低
下
し

て
い
る
︶

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ総
務
課
　
℡
６
４

−

１
４
７
６

関
川
高
田
支
部
荊
冠
旗
開
き
開
催

ネ
ッ
ト
・Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

に
お
け
る
注
意
事
項

人
権
の
ひ
ろ
ば

ス
マ
イ
リ
ー
キ
ク
チ
さ
ん
が
講
演　

人
権
講
演
会
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学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

【キャリア教育を通じ、郷土愛を深める】

　当校が目指す生徒像は、「郷土を愛し、郷土に

誇りをもち、未来をたくましく切り拓く生徒」で

す。キャリア教育に力を入れ、総合的な学習を中

心に、郷土愛の醸成と基礎的・汎用的能力（人間

関係形成力、自己理解・自己管理力、課題対応力、

キャリアプラニング力）の育成を図っています。

　先日２月４日（月）には、２年生を対象に林業

に関する学習を行いました。講師として村上地域

振興局、北部地域林業振興協議会、そして関谷中

学校、関川中学校の卒業生にお出でいただき、林

業の仕事についての説明、やりがいなどについて

詳しく話をしていただきました。また、実際に中

庭の木を切るデモンストレーションも見せてもら

いました。チェーンソーで根元が切られ、木が倒

れる瞬間には大きな歓声があがりました。

　生徒の振り返りには、「木に携わる仕事に興味

をもった」、「女子でも携われる仕事なのだろう

か」、「地域のためになる仕事があることが分かっ

た。私も、地域のために仕事がしたい」といった

ことが書かれていました。

　当校では年間を通じて、地域の方を講師に招い

たり、地域に出て学びを深めたり、地域に少しで

も貢献しようといった活動を展開しています。今

後も学習や体験活動を通して、生徒が郷土を愛し、

将来を切り拓く力を高めていけるように教育活動

を進めていきます。来年度も引き続き、ご支援、

ご協力をお願いいたします。また、学習・活動し

ている生徒を見かけたら、声をかけていただける

と幸いです。

第５回
「森林とわたしたちのくらし」
小学生標語・絵画コンクール

　子どもたちから森林・林業に関する作品を募ることに
よって意識の高揚を図ろうと「森林とわたしたちのくら
し」をテーマにした小学生標語・絵画コンクールが行わ
れました。（村上地域振興局、岩船・村上緑化推進連絡
協議会主催）
　村上岩船管内の小学４～６年生を対象に募集したも
ので、標語が236作、絵画61点の応募がありました。
　関川小学校から標語最優秀賞１点、絵画奨励賞１点
が入賞しましたので、入賞作品を紹介します。

標語　入選作品

絵画　入選作品

最優秀賞

五十嵐　妃菜（６年・上川口）

増やそうよ　豊かな森林　
　　　　　　　　みんなの笑顔

奨励賞
松田　紗和（４年・辰田新）

▲村上プラザで入選された作品を展示
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２
月
４
日
、
関
川
中
学
校
で
２

年
生
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
課
外

授
業
﹁
よ
う
こ
そ
先
輩
﹂
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
中
学
校

の
先
輩
が
、
後
輩
の
生
徒
た
ち
に

自
分
の
体
験
を
話
す
こ
と
で
交
流

を
深
め
、
新
た
な
担
い
手
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
村
上
地

域
振
興
局
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

今
回
は
、
森
林
担
当
職
員
と
し
て

関
川
村
森
林
組
合
か
ら
松
田
晃
太

さ
ん
︵
下
関
︶、
田
村
達
朗
さ
ん
︵
高

田
︶
が
講
師
に
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
当
村
の
総
土
地
面

積
に
対
す
る
林
野
面
積
の
割
合
を

示
す
林
野
率
は
、
全
国
平
均
と
比

べ
20
％
以
上
も
多
く
、
人
口
の
割

り
に
森
林
が
多
い
こ
と
や
、
間
伐

の
必
要
性
に
つ
い
て
﹁
木
々
が
成

長
し
て
く
る
と
林
の
中
が
混
み
合

い
、
隣
同
士
で
枝
葉
が
重
な
り
合

う
よ
う
に
な
る
た
め
、
一
部
の

木
々
を
伐
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

多
く
の
光
が
降
り
注
ぎ
、
健
全
に

成
長
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
﹂

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
社

会
人
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
し
た
松
田
さ
ん
は
﹁
人
生
、
何

が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
予
想

も
し
な
い
こ
と
が
突
然
降
り
か
か

る
こ
と
も
あ
る
。
で
も
毎
日
コ
ツ

コ
ツ
や
れ
ば
な
る
よ
う
に
な
る
﹂

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

中
学
生
に
先
輩
が
課
外
授
業

村
森
林
組
合
の
組
合
員
に
よ
る
体
験
講
話

▲デモンストレーションでは中庭にあ

　るヒマラヤ杉を伐採。杉が倒れると

　多くの歓声が上がっていました。

村の文化遺産を守るため！
渡邉邸防火訓練

　文化財防火デーに合わせ、１月25日、国指定重

要文化財「渡邉邸」で防火訓練が行われました。

　訓練には、渡邉邸自衛消防隊員の皆さんや村上

市消防署関川分署、村などの関係者約20人が参

加しました。

　訓練は、囲炉裏付近から火災が発生したと想定。

火災報知器を鳴らし、避難指示やお客様の誘導な

ど、本番さながらに実施しました。また、邸内の

放水銃での放水訓練、村上市消防署関川分署によ

る消火器の使用講習が行われ、「ホースを手前か

らホウキで掃くように」などと指導を受けました。

　村上市消防署関川分署の阿部分署長は、「自火報

が鳴ったら、まずはしっかりと火元を確認するこ

とが大切。また、放水銃は飛び火を防ぐ役割を持

っているので、いつでも使用できるように維持管

理に努めてもらいたい」と話していました。

　訓練終了後は、活発な意見交換会も行われ、参

加者は貴重な文化財を守ろうと互いの防火意識を

高めていました。

渡邉邸に人形の段飾り
桃の節句を祝う

　３月３日はひな祭り。現在、渡邉邸では、人形

を集めて雛段に飾っています。この人形は職員の

家にあったもの。「ここ10年以上飾っていない」

「久しぶりに人形の顔が見たい」という職員に、

井浦事務局長がぜひ渡邉邸に飾らせてもらいたい

と声を掛け実現したもの。

　その昔、段飾りのお雛様は旦那様（裕福な家）

にしかなかったそうです。庶民は、布をかけたテ

ーブルや手作りの段に、土人形（素焼きした人形

に泥絵具で彩色したもの）を中心に家中の人形を

飾り桃の節句を祝ったとのこと。

　井浦事務局長は「姿かたちがさまざまな人形が

集まりました。この機会にぜひ実物をご覧いただ

き、村の歴史に触れてもらいたい」と話していま

した。

展示期間　〜４月３日（水）10時〜16時

そ の 他　村民および村内にお勤めの方は入館料

半額（300円）、中学生以下無料
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高木秀夫さん（湯沢）

自治功労（高齢者）表彰

　このたび、村のほう賞条例に基づき、1月25日

に満100歳の誕生日を迎えられた高木さんに表彰

状と記念品が贈られました。

　高木さんは現在、ケアハウスせきかわに入所し

ており、当日は、入所者や職員のみなさんが集ま

ってお祝い会が開かれ、村長から表彰状を受け取

る高木さんを拍手でお祝いしました。

　高木さんに長寿の秘訣を伺うと「皆さまのおか

げでこの歳まで生きてこれました。仕事と趣味の

人生。好きな写真やクラシック音楽、釣りなど好

きなものに囲まれて本当に幸せです。親からもら

った身体を大事にこれからも元気で周りの人への

感謝を忘れず過ごしていきたいです」と話してい

ました。

　村内の100歳以上は、１月20日現在で高木さん

を含め３人となりました。

　表彰おめでとうございました。

　
２
月
17
日
、
村
民
会
館
大
ホ
ー

ル
と
女
川
地
区
ふ
る
さ
と
会
館
で

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
村

内
全
域
で
サ
ル
の
出
没
が
多
発
し
、

農
作
物
被
害
が
年
々
増
え
て
き
て

い
る
状
況
に
対
応
し
て
、
個
人
や

集
落
で
で
き
る
対
策
に
つ
い
て
研

修
し
て
も
ら
お
う
と
、
村
と
農
林

関
係
団
体
で
つ
く
る
村
農
林
業
振

興
協
議
会
が
開
催
し
た
も
の
。
両

会
場
合
わ
せ
て
約
70
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟
ワ

イ
ル
ド
ラ
イ
フ
リ
サ
ー
チ
︵
長
岡

市
︶
の
今
村
舟
さ
ん
か
ら
、
ニ
ホ

ン
ザ
ル
の
生
態
や
被
害
防
止
へ
の

対
策
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
、
あ
の
ウ
サ
イ

ン
・
ボ
ル
ト
よ
り
も
速
い
時
速
30

㎞
で
走
り
、
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
ジ

ャ
ン
プ
で
き
る
。
ま
た
、
最
近
の

研
究
で
、
サ
ル
の
群
れ
は
メ
ス
中

心
の
母
系
社
会
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
被
害
防
止
対
策
と
し
て
は
、
野

生
動
物
の
数
を
管
理
し
た
り
、
電

気
柵
な
ど
で
農
作
物
を
守
る
﹁
直

接
的
防
除
﹂
と
、
集
落
周
辺
の
森

林
を
伐
採
し
、
見
通
し
を
よ
く
す

る
こ
と
で
隠
れ
る
場
所
を
な
く
す

﹁
間
接
的
防
除
﹂
と
の
順
番
と
バ

ラ
ン
ス
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
﹁
今
は
、
農
作
物
の
被

害
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後

対
策
せ
ず
に
い
る
と
、
サ
ル
の
行

動
範
囲
が
居
住
地
へ
と
広
が
り
、

家
屋
へ
の
浸
入
や
人
身
被
害
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
。
サ
ル
被
害
は
農

家
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
の

問
題
で
あ
る
﹂
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
ま
し
た
。

食の大切さを学ぼう！
食育出前講座

　子どもたちに食と健康の大切さを知ってもらい、

地産地消などについて学んでもらおうと、村内の

保育園や小・中学校で食育出前講座が行われまし

た。これは、村の健康づくり計画、食育推進計画

に基づく取り組みで、毎年行われているもの。講

座には、健康せきかわ21の栄養・食生活部会の

皆さんが訪問しました。

　1月24日に関川中学校で行われた講座では、全

校生徒を対象に地元食材や生活習慣病などをテー

マにしたクイズを出題。生徒に正しい食習慣や規

則正しい生活の大切さを伝えました。

　役場管理栄養士の竹田涼花さんは「この活動が

子どもたちにとって食と健康の大切さを知り、さ

らに地産地消や生活習慣病予防について考えても

らう機会になればうれしい。自分の体を守る食生

活を身につけてほしい。」と食と健康に対する関

心を持ってくれることを願っていました。

サ
ル
被
害
対
策
に
つ
い
て
の
研
修
会

サ
ル
被
害
対
策
に
つ
い
て
の
研
修
会

▶
女
川
地
区
ふ
る
さ
と
会
館
で
の

　
様
子



12広報せきかわ　2019・３月号

　
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
昨
年
は
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
ま
た
ご
尽

力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
本
年
も
協
力
隊
の
活

動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
の
で
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
日
一
年
間
の
女
女
好
子
︵
め

め
よ
し
︶
の
収
支
を
報
告
し
ま
し

た
。

　
そ
の
中
で
一
番
驚
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
を
お
話
す
る
前
に
、
女
女

好
子
の
仕
組
み
を
簡
単
に
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
、
女
女
好
子
は

農
家
さ
ん
か
ら
委
託
さ
れ
て
、
野

菜
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
売
上
の
二
割
を
手
数
料
と
し
て

い
た
だ
き
、
残
り
の
八
割
を
農
家

さ
ん
に
お
渡
し
し
ま
す
。

　
こ
の
お
渡
し
し
た
八
割
の
金
額

が
29
年
度
に
比
べ
今
年
は
二
倍
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
簡
単
に
言
っ
て
し
ま
う
と
、
野

菜
を
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
二
倍
頑

張
っ
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と

で
・
・
・

　
購
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
村
民
の

皆
さ
ま
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
・
・
・
・

﹁
よ
し
！
や
る
ぞ
！
﹂
と
頑
張
っ

て
く
だ
さ
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
農
家
の
皆
さ
ま
、
無

理
な
お
願
い
で
も
快
く
聞
い
て
協

力
し
て
く
だ
さ
り
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
皆
さ
ま

に
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
ま

す
。

　
無
理
を
し
て
欲
し
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、﹁
よ
し
！
や
る
ぞ
！
﹂
と

生
き
が
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

　
今
年
は
こ
の
野
菜
を
少
し
で
も

多
く
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て
も
ら

え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
誰
々
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
里
芋
！

う
ち
の
隣
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
き
ゅ

う
り
！
誰
々
の
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん

の
ネ
ギ
！
な
ど
給
食
を
た
だ
食
べ

る
の
で
は
な
く
、
成
長
を
支
え
て

く
れ
て
見
守
っ
て
い
る
村
の
人
が

い
る
ん
だ
よ
〜
っ
て
こ
と
を
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
お
知
ら
せ
に
な
り

ま
す
が
、
今
年
も
旧
齋
藤
医
院
に

て
４
月
14
日
に
﹃
わ
さ
か
ぎ
﹄
と

い
う
手
仕
事
市
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
、
女
女
好
子
で
は
参
加
し

て
い
な
い
の
で
す
が
、
小
学
生
の

子
ど
も
た
ち
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
う
の
で
私
は
お
手
伝
い
に
入

っ
て
い
ま
す
。

　
同
日
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
も
開
催
し
て

お
り
、
小
学
生
バ
ン
ド
﹃
ミ
ン
テ

ィ
ー
ズ
﹄
も
出
演
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時４

月
14
日(

日)

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所旧

齋
藤
医
院
　
下
関
９
１
３

関
川
村
役
場
　
と
な
り

活動通信
地域おこし協力隊

№18
前 田 里 枝

４月から村の組織体制が変わります！
　急激な人口減少、少子高齢化に伴う村のさまざまな課題に対応するため、下記のとお
り、６課１局体制から６課１室１局体制とし、より効率的に業務が執行できるよう組織
体制の改編を行います。また、村民会館にあります教育課は本庁舎に移り、村民会館
は、（公財）関川村自然環境管理公社が管理を行います。
　組織体制の詳細については、３月15日の広報お知らせ版と一緒に配布します。

総　務　課 ⇨ 総務政策課

税務会計課 ⇨
会　計　室

⇨ 住民税務課
住民福祉課 ⇨ 健康福祉課

農林観光課 ⇨ 農　林　課
建設環境課 ⇨ 建　設　課
教　育　課 ⇨ 変 更 な し
議会事務局 ⇨ 変 更 な し
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後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　　住民福祉課福祉保険班　TEL ６４−１４７１

１　75歳になると私の保険はどうなるの？

　75歳の誕生日から、自動的に後期高齢者医療制度に加入となります。

加入の手続きは必要ありません。

　後期高齢者医療制度の保険証が使えるのは、75歳の誕生日からです。

２　保険証を紛失したのですが、どのように再交付を受ければよいのですか？

　保険証を紛失・破損した場合は、住民福祉課の窓口で再交付を受けることができます。

◎申請に必要なもの：ハンコ、窓口に来られる方の身分証明書（運転免許証など）、
マイナンバーがわかるもの

３　医療費が高額になったのですが、払い戻しは受けられるのですか？

　１か月（同じ月内）の医療費の自己負担額が、定められた限度額を超えた場合は、その超えた分が『高額

療養費』として支給されます。支給の見込みがある方には、診療月の約３か月後に、新潟県後期高齢者医療

広域連合から支給申請案内（初回のみ）を送付します。

　申請書に必要事項を記入し、住民福祉課の窓口に提出してください。

４　保険料を年金から納めていますが、口座振替に変更できますか？

　保険料の納め方は、手続きにより口座振替に変更することができます。口座振替への変更を希望される場

合は、住民福祉課の窓口にお申し出ください（保険料の総額は変わりません）。

※ご家族の口座からの納付に変更した場合、世帯全体の税額に影響が生じる場合があります。

◎手続きに必要なもの・・・振替口座の預金通帳、通帳のハンコ、保険証

後期高齢者医療制度のよくある質問Q＆A

申請に必要なもの
●申請書●ハンコ●保険証
●本人名義の預金通帳
●マイナンバーがわかるもの
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

問合・健康相談：住民福祉課 健康介護班  保健師　☎64−1472　　地域包括支援センター　☎64−1473

3月は、
県自殺対策強化月間です

～ みんなで守る 新潟のいのち ～

■県は「自殺対策計画」（平成29年３月）を策定し、県民運動として、予防することと１人で悩まず

相談する大切さを呼びかけています。

　村では平成30年度末の自殺防止計画策定に向け、村民アンケートの結果などの分析から庁内外の

取り組みの検討を行っています。今後ともご理解とご協力をお願いします。

★注意サイン：・眠れない　・孤立感を抱えている　・疲れ過ぎや体の不調 　・食欲がない

・不安になる問題を１人で抱え込む　・飲酒トラブル　・人間関係のストレスで感情が敏感等

■3月10日（日） ふれあい福祉健康フェア「こころと体の健康コーナー」

▼個別の健康相談　　▼歯っぴ〜コーナー　　▼ヘルシー試食

▼各種測定（ストレス度、アルコールへの体質チェック、喫煙者の呼気濃度、足指の力）

▼体験（ベビー人形抱っこ、心音を聴く体験）

▼本物そっくり？！ 紙粘土で和菓子を作ろう体験（無料）、村の自殺防止計画について

など、その他盛りだくさん！！
※詳しくは３月１日全戸配布チラシをご覧ください。

ぜひ、ご来場ください！

〜 健康相談窓口 〜　■村や保健所は、健康相談の窓口です。

　■役場 住民福祉課 保健師　☎（0254）64-1472

　■地域包括支援センター　☎64-1473（介護相談等）

　　　訪問や精神疾患医療費助成制度（通院・入院費）や専門相談機関の紹介・同行等を行います。

　■村上保健所　☎（0254）53−8369　精神保健福祉相談員

　■下越地域いのちとこころの支援センター（新発田地域振興局内）☎（0254）28−8880

　■新潟県精神保健福祉センター（ひきこもり相談ダイヤル）☎（025）284−1001

　■下越地域若者サポートステーション（村上常設サテライト）☎（0254）50−1553

　　15〜39歳の就職について悩みをもつ方（若年無業者）、家族を対象とした就労自立支援の１つです。

利用は無料。

●体質に合わない飲酒は、深い眠りの質の低下（酔いが覚めると起きてしまう）や

健康問題を招くリスクがあります。健康を守る生活習慣を大切にしましょう。

■『事業所向け 健康づくり出張講座』ご活用ください！（無料、通年）

・事業所様向けの「健康づくり出前講座」（メンタルヘルス、歯科、

　ラジオ体操、健康推進等）です。　保健師までご相談ください。

●定期予防接種について●
対象となる時期のうちに接種しましょう。※対象を過ぎると、自費での接種となります。

＜ １人で抱え込まず、まずはご相談ください。早めの相談、治療が大切です ＞

■新潟県こころの相談ダイヤル（毎日24時間）
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小
児
科
の
日
常
診
療
で
は
﹁
お

な
か
が
痛
い
﹂
と
言
っ
て
来
院
さ

れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
毎
日
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
は
、
本
当
は
お
な
か
の
病

気
で
は
な
く
て
も
﹁
お
な
か
が
痛

い
﹂
と
表
現
す
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
お
な
か
以
外
の
原
因
を
疑
う

こ
と
も
時
に
は
必
要
で
す
。
ま
た
、

稀
に
は
急
激
に
悪
化
す
る
急
性
虫

垂
炎
や
腸
閉
塞
な
ど
も
あ
る
の
で
、

要
注
意
で
す
。

　
し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も
子
ど

も
の
腹
痛
の
原
因
で
最
も
多
い
の

は
便
秘
で
す
。
お
な
か
を
触
診
す

る
と
、
左
下
腹
部
に
硬
い
塊
を
確

認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
数
日

間
排
便
の
な
い
場
合
は
ほ
ぼ
間
違

い
な
く
便
秘
で
す
。
あ
る
い
は
毎

日
ト
イ
レ
に
行
っ
て
い
た
と
い
う

場
合
で
も
徐
々
に
溜
ま
っ
て
い
て
、

浣
腸
を
す
る
と
多
め
の
反
応
便
が

あ
り
、
す
っ
き
り
し
て
腹
痛
が
治

ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
便
秘
の
発
症
は
、
乳

児
期
は
離
乳
食
、
幼
児
期
は
ト
イ

レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
学
童
期
で
は

学
校
で
の
ト
イ
レ
の
我
慢
等
が
契

機
に
な
り
易
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
二
〜
三
歳
で
発
症
し
た
便
秘

が
、
脱
水
や
低
栄
養
、
食
物
繊
維

の
少
な
い
食
事
等
の
要
因
に
、
過

保
護
や
過
干
渉
、
い
じ
め
等
の
心

的
要
因
が
絡
む
と
年
齢
が
上
が
っ

て
も
な
か
な
か
治
り
に
く
く
な
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の

抱
え
て
い
る
問
題
は
個
々
に
異
な

る
の
で
、
根
気
強
く
そ
の
子
に
適

し
た
対
処
法
を
見
つ
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
症
の
便
秘
で
は
、
排
便
習
慣

の
見
直
し
等
で
ま
ず
は
対
処
し
て

い
き
ま
す
。
子
ど
も
の
発
達
段
階

に
合
わ
せ
て
焦
ら
ず
に
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、
登
校
前

の
朝
食
後
の
時
間
帯
に
必
ず
ト
イ

レ
に
入
る
習
慣
を
生
活
リ
ズ
ム
に

取
り
入
れ
る
こ
と
や
、
便
意
を
感

じ
た
時
は
我
慢
し
な
い
で
ト
イ
レ

に
行
く
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
薬
物
療
法
と
し
て
は
、
各
種
下

剤
や
漢
方
薬
が
あ
り
ま
す
。
下
剤

と
し
て
は
、
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

な
ど
の
浸
透
圧
下
剤
か
ら
開
始
す

る
の
が
良
い
よ
う
で
す
。
便
を
柔

ら
か
く
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、

即
効
性
は
な
い
の
で
続
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
軽
い
便
秘
で
も
す

ぐ
に
は
治
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

最
低
で
も
数
か
月
は
継
続
し
ま
す
。

　
重
症
の
便
秘
が
長
期
に
続
く
と

直
腸
内
に
巨
大
な
便
塊
が
で
き
ま

す
。
直
腸
壁
と
便
塊
の
間
に
液
状

の
腸
内
容
物
が
通
り
抜
け
て
常
に

漏
れ
出
す
よ
う
に
な
る
と
、
下
痢

と
間
違
う
よ
う
な
便
失
禁
を
起
こ

す
例
も
あ
り
ま
す
。
数
年
か
か
っ

て
進
行
し
た
便
秘
は
、
す
ぐ
に
は

治
り
ま
せ
ん
。
治
療
に
も
同
じ
く

ら
い
の
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
治
療
を
続
け
る
と
、
薬
物
療
法

の
副
作
用
と
し
て
下
痢
や
腹
痛
が

出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
下
剤
の
量
や
服
用
回

数
を
減
ら
し
ま
す
。
腹
痛
で
便
が

出
な
く
な
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
浣

腸
や
摘
便
を
し
て
、
出
口
近
く
ま

で
降
り
て
い
る
便
を
出
す
よ
う
に

し
ま
す
。
浣
腸
を
す
る
と
癖
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る

親
御
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、
便
秘
が
癖
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
あ
り
ま
す
。

　
規
則
的
な
排
便
習
慣
が
つ
い
て

き
て
も
す
ぐ
に
治
療
は
や
め
な
い

方
が
賢
明
で
す
。
す
ぐ
に
便
秘
が

再
発
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

便
秘
の
平
均
的
な
治
療
期
間
は
二

年
く
ら
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

焦
ら
ず
、
じ
っ
く
り
と
治
療
を
続

け
ま
し
ょ
う
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

☎
６
２
︱
３
１
１
１

〇
届
出
時
期

　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前

か
ら
届
け
出
が
可
能
で
す
の

で
、
速
や
か
に
届
け
出
く
だ

さ
い
。

※
た
だ
し
、
届
け
出
が
で
き

る
の
は
平
成
31
年
４
月
か

ら
で
す
。

〇
届
出
先

　
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
︵
住
民
税
務
課
︶

〇
施
行
日

　
平
成
31
年
４
月
１
日

☆
平
成
31
年
４
月
か
ら
、
日

本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
届
出
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
記
入
の
方
法

も
併
せ
て
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

　
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/

〇
免
除
期
間

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら

４
か
月
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産

予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６

か
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
︵
４

か
月
︶
以
上
の
出
産
を
い

い
ま
す
。

　
︵
死
産
、
流
産
、
早
産
さ
れ

た
方
を
含
み
ま
す
︶

〇
産
前
産
後
期
間
の
取
り
扱
い

　
産
前
産
後
期
間
と
し
て
認

め
ら
れ
た
期
間
は
、
保
険
料

を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反

映
さ
れ
ま
す
。

〇
対
象
者

　﹁
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
﹂
で
出
産
日
が
平
成
31
年

２
月
１
日
以
降
の
方

子
ど
も
の
腹
痛
と
便
秘

坂
町
病
院
　
小
児
科
　

今
　
田
　
研
　
生

４
月
か
ら
産
前
産
後
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

４
月
か
ら
産
前
産
後
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
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俳

　

句

山
の
神
豊
作
願
い
田
の
神
へ

愛
猫
に
い
や
さ
れ
日
々
に
涙
す
る

泣
き
笑
い
さ
く
ら
の
歌
に
別
れ
ゆ
く

白
星
を
円
陣
姿
願
い
込
め

　
　
　
　
　
　
　
関
川
村
在
住
　
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
月
︵
ウ
ォ
ル
︶

和
ら
ぎ
し
季
の
光
に
襟
の
純
白
さ
へ
眩
き
て
発
つ
と
き
み
に

慶
び
伝
へ
て
く
れ
ぬ
か
吹
風
の
声

須
貝
　
二
美
︵
高
田
︶

如
月
の
あ
し
た
に
咲
け
る
侘
助
の
雪
に
映
ゆ
る
は

そ
の
赤
き
色

渡
辺
千
恵
子
︵
上
関
︶

短

　

歌

今
在
る
を
幸
せ
と
し
て
雑
煮
餅

白
銀
の
山
な
み
浮
か
ぶ
冬
の
朝

老
い
し
こ
と
暖
冬
少
雪
あ
り
が
た
き

去
年
今
年
変
ら
ず
走
る
救
急
車

窓
越
し
の
日
差
し
明
る
し
日
脚
伸
ぶ
　
　
伊
藤
　
久
恵
︵
上
関
︶

関

川

俳

句

の

会

作

品

や
わ
　
　
　
　
　
　
と
き
　
　ひ
か
り
　
　
　
　
　

し
　
ろ
　
　
　

ま
ば
ゆ
　
　
　

た

よ
ろ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ぜ

里芋と鶏肉の照り焼き
　調味料は加減して入れてください。

　たくさん作るときは、油で揚げてもOKです。

180

関川村食生活改善推進員 の皆さん

・里芋　　　３〜４個(200g)

・鶏もも肉　100g(50g/人)

・片栗粉　　小さじ２・1/2(10g)

・油　　　　小さじ１・1/2(6g)

【A】酒　　　　大さじ１強

みりん　　　　〃

しょうゆ　　　〃

砂糖　　　小さじ１強

① 里芋は皮をむいてひと口大に切り、ゆでて水気を

きっておく。

② 里芋と鶏もも肉の表面に片栗粉を薄くまぶす。

③ フライパンを熱して油をしき、鶏もも肉を焼く。

肉が焼けたら里芋を加える。少し炒めたら【A】

を入れて全体を絡ませる。とろみがついたらでき

あがり。

（４人分）
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◆
冬
の
活
動
の
ご
報
告
。

　
２
月
２
日
か
ら
10
日
に
か
け
て

今
年
も
二
つ
の
活
動
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
毎
年
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
活
動
の
中
で
新
た
な

取
り
組
み
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◎
七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る
ま
つ
り

　
お
祭
り
の
準
備
で
は
集
落
ご
と

の
雪
像
作
り
や
雪
灯
ろ
う
作
り
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
地
域
の
四
軒
の
お

宅
に
協
力
い
た
だ
き
、
今
回
初
め

て
民
泊
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
方
と
村

の
今
後
に
つ
い
て
お
話
す
る
未
来

ト
ー
ク
会
も
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

◆
お
す
す
め
の
お
土
産
ラ
ン
キ
ン

グ
！
！
！

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
生
は
関
川
の

活
動
の
帰
り
に
毎
回
﹃
や
ま
さ
﹄

で
お
土
産
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
学
生
が
選
ぶ
お
す
す
め

の
お
土
産
ト
ッ
プ
５
を
発
表
し
ま

す
！第

一
位
„ 

〆
張
鶴 

“

第
二
位
„ 

柿
の
種
ク
ラ
ン
チ 

“

第
三
位
„ 

鮭
の
酒
浸
し 

“

第
四
位
„ 

大
洋
盛 

“

第
五
位
„ 

八
海
山
ク
ラ
ン
チ 

“

　
お
菓
子
や
お
酒
を
購
入
し
て
い

く
学
生
が
多
い
よ
う
で
す
！

　
今
年
の
夏
も
た
く
さ
ん
の
学
生

が
訪
れ
る
予
定
で
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！
！

◎
次
回
は
卒
業
生
メ
ッ
セ
ー
ジ

と　
一
年
間
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
私
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

◎
大
石
ど
も
ん
こ
ま
つ
り

　
お
ま
つ
り
前
日
は
会
場
の
準
備

を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
雪
ほ
た
る
ま
つ
り
同
様
、

大
石
の
今
後
に
つ
い
て
地
域
の
方

と
お
話
す
る
未
来
ト
ー
ク
会
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当

日
は
学
生
が
準
備
し
て
き
た
企
画

を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
小
学
生

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き

て
私
た
ち
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

︻
交
付
対
象
要
件
︼

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
中
等

教
育
学
校
生
及
び
高
校
生
の
保

護
者
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

①
生
徒
の
通
学
手
段
と
し
て
定

　
期
券
を
購
入
す
る
こ
と
。

②
越
後
下
関
駅
、
新
潟
交
通
観

　
光
バ
ス
㈱
下
関
営
業
所
、
村

　
上
営
業
所
で
定
期
券
を
購
入

　
す
る
こ
と
。

※
電
車
の
定
期
券
は
、
越
後
下

　
関
駅
で
購
入
し
た
も
の
の
み

　
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
越
後

　
下
関
駅
以
外
︵
村
上
駅
、
新

　
発
田
駅
な
ど
︶
で
購
入
し
た

　
定
期
券
は
対
象
に
な
り
ま
せ

　
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
部
活
動
な
ど
で
米
坂
線
を
利

　
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
羽

　
越
本
線
の
み
を
利
用
す
る
場

　
合
で
あ
っ
て
も
、
越
後
下
関

　
駅
で
購
入
し
た
定
期
券
は
対

　
象
と
な
り
ま
す
。

※
駅
か
ら
高
校
前
バ
ス
停
ま
で

　
の
路
線
バ
ス
定
期
券
に
つ
い

　
て
も
、
村
上
営
業
所
あ
る
い

　
は
下
関
営
業
所
で
購
入
す
れ

　
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

︻
補
助
額
は
？
︼

　
定
期
券
購
入
費
用
の
30
％

を
補
助
し
ま
す
。

︵
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
︶

︻
申
請
方
法
︼

　
通
学
用
定
期
券
購
入
時
に

﹁
交
付
申
請
書
﹂
を
渡
し
ま
す
。

　
越
後
下
関
駅
も
し
く
は
新

潟
交
通
観
光
バ
ス
下
関
営
業

所
ま
た
は
村
上
営
業
所
で
購

入
証
明
を
受
け
た
後
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
速
や
か
に

役
場
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

︻
定
期
券
の
購
入
は
こ
ち
ら
で
︼

●
Ｊ
Ｒ
定
期
券

　
越
後
下
関
駅

　
☎ 

６
４
‐
１
０
４
４

●
路
線
バ
ス
定
期
券

　
新
潟
交
通
観
光
バ
ス
㈱

︽
下
関
営
業
所
︾

　
☎
６
４
‐
１
１
０
２

︽
村
上
営
業
所
︾

　
☎
５
３
‐
４
１
６
１

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
総
務
課
企
画
財
政
班

　
☎
６
４
‐
１
４
７
６

通学用定期券購入費の一部を補助します
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村民会館図書室

　春めいてきたとはいえ、まだまだ寒い日が続きますね。４月から新生活が始まるという人も多

いと思います。収納の本、料理の本、多数揃えております。お気軽に図書室へお越しください。

「新宿の猫」
ドリアン助川

「火山のしくみ
　パーフェクトガイド」

高橋　正樹

　新宿の夜、ふたりは猫について秘
密を分け合い、大切な約束をする…。
生きづらさを抱えた人々の、名もな
き星のような物語です。

　日本は111山もの活火山があると
知っていましたか？成り立ちから噴
火、災害、恩恵まで、火山のすべて
を大解剖！！

この本よんで！！ NEW！！

毎週水曜日がお休みです。平日は、13時〜17時30分まで、土・日・祝は、９時〜17時まで開館しています。

16日は16日は おはなしのかい
絵本の読み聞かせとプチ工作

ブルーベリーの皆さんが贈る、ステキなおはなし

の世界…。家族みんなでの参加も大歓迎！

参加費は無料です！

高田〜沢〜女川 方面………………

大島〜片貝〜大石 方面……………

にじ色と、“汽車”のメロディーが目印です。

※車内でカード申込みができ、その場で借りることもできます。

10（日）

2（土）・17（日）

今
年
度
最
後
の
活
動

今
年
度
最
後
の
活
動

　
２
月
16
日
、
緑
の
少
年
団
今
年

度
最
後
の
活
動
に
な
っ
た
﹁
６
年

生
を
送
る
会
﹂
が
マ
リ
ン
ピ
ア
日

本
海
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
団
員
22
名
が
参
加
。

マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海
の
魚
た
ち
と

触
れ
合
っ
た
後
、
退
団
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
卒
団
す
る

６
年
生
に
修
了
証
が
送
ら
れ
、
受

け
取
っ
た
後
期
団
長
の
小
林
旺
暉

さ
ん
︵
上
野
︶
は
﹁
今
年
の
活
動

に
全
て
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
ど
れ
も
い
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。
６
年
生
は
こ
れ
で
終
わ

り
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
来
年
度
の

活
動
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
﹂

と
後
輩
た
ち
へ
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
潟
せ
ん
べ
い
王
国

で
﹁
超
特
大
お
絵
か
き
せ
ん
べ
い

焼
き
体
験
﹂
を
し
ま
し
た
。
せ
ん

べ
い
を
焼
き
上
げ
る
の
も
一
苦
労

で
し
た
が
、
動
物
や
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の

絵
を
書
い
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　
団
員
か
ら
は
﹁
せ
ん
べ
い
を
焼

く
の
が
熱
く
て
た
い
へ
ん
だ
っ
た

け
ど
、
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

絵
が
う
ま
く
描
け
て
よ
か
っ
た
。

家
で
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
の
が

楽
し
み
﹂
額
の
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が

ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
村
民
会
館
到
着
後
、
お
世
話
に

な
っ
た
指
導
員
に
お
礼
を
伝
え
、

今
年
度
の
活
動
を
無
事
終
え
ま
し

た
。

生 涯 学 習
情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは村民会館へ

　ＴＥＬ６４−２１３４

緑
の
少
年
団　

６
年
生
を
送
る
会

緑
の
少
年
団　

６
年
生
を
送
る
会

▶
魚
と
触
れ
合
う
子
ど
も
た
ち
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平成31年１月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,914世帯（＋１）
総 人 口　　5,650 人（−３）
　 男 　　　2,707 人（−１）
　 女 　　　2,943 人（−２）

人 の 動 き

広報せきかわ　2019・３月号

●１月16日〜２月17日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします
川又　久夫　さん　　68歳　　鮖　谷

井　スイ　さん　　94歳　　下　関

堀　　正藏　さん　　95歳　　湯　沢

五十嵐キク　さん　　95歳　　上川口

野　ヒロ　さん　　76歳　　大　島

須貝　トキ　さん　　82歳　　下　関

八幡　捨一　さん　　78歳　　高　瀬

平田チヨエ　さん　　84歳　　小　見

佐藤吉一郎　さん　　96歳　　幾　地

須藤　トメ　さん　　94歳　　大　島

内山　忠義　さん　　78歳　　大　島

渡邉　トク　さん　　92歳　　下　関

横山キノヱ　さん　　94歳　　打　上

渡邉　チイ　さん　　91歳　　上　関

橋　賢吉　さん　　61歳　　大　石

須貝　サト　さん　　69歳　　高　田

橋　幸八　さん　　88歳　　下川口

平田　ミナ　さん　　87歳　　平内新

お誕生おめでとうございます
　壱　ちゃん（男）　大　島

　　　　　　田村　　直・みなみさん

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

２月は、七ケ谷雪ほたる、おおいし・ども
んこ祭りと雪を活用した２つのイベントが開
催されました。今年は雪が少なく開催が危ぶ
まれましたが、イベント前にはしっかり積も
り、無用の先案じでした。村内はもちろん村
外からも大勢の方々にご来場いただき、イベ
ントを盛り上げていただきました。スタッフ
として携わった村民の皆さん、そして、国際
ボランティア学生協会ＩＶＵＳＡの皆さん、本
当にお疲れ様でした。（友）

編集室から

　　いち

実施日：30年12月17日

※順不同

３歳児  むし歯０本
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（　　　　　　　　）転入　13人　　転出　５人

出生　１人　　死亡　12人
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　今月は、スポ少柔道教室の野陽向さん

（６年・下関）を紹介します！

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち vol.87

　小学校１年生のときに、友だちと一緒に柔道を始め

たという陽向さん。相手を宙に浮かせられたときが一

番楽しい瞬間だといいます。憧れの阿部一二三選手を

目指して、黙々と練習に打ち込む姿が印象的でした。

・見た目よりも、対戦すると
　大きく見えるし、強い

・いつもニコニコしている

・テレビゲームがうまい

団員からみた陽向さんは？

　この１年、チームのムードメーカー

でキャプテンをがっちりサポートして

くれていました。寝技の技術も向上し、

力もついてきました。来月からは中学

生。ますますの活躍を楽しみにしてい

ます。

指導者の五十嵐紀人さん
から陽向さんへ
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　中学生の課外授業「ようこそ先輩」
で、森林担当職員として講師を務めら
れた、関川村森林組合に勤める田村達
朗さんに話を聞きました。

①中学生への課外授業はどうでしたか？

　講師という立場に初めてなったので
とても緊張しました。普段は自然を相
手に仕事しているので、大勢の人を前
に話すことがこんなにも大変だという
ことを実感しました。森林の仕事につ
いて、少しでも興味を持ってもらえた
らうれしいです。

②関川村森林組合に入るきっかけは？

　村で働きたいという強い気持ちがあ
りました。また、体を動かす仕事がし
たい、自然を相手に仕事がしたいと思
ったため、組合に入り、林業を志しま
した。

③仕事の魅力を教えてください？

　四季折々の山の風景を見れることで
す。私は、新緑に染まった山の風景が
大好きなので、新緑の時期に山で仕事
をしていると、とても心が躍ります。

④現在夢中になっていることはありま

すか？

　多趣味なのでたくさんありますが、
最近は読書をしています。主に小説を
読んでいますが、ときどき哲学書など
を読んで知識の幅を広げるようにして
います。
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　救急救命士

テレビで事故などで亡くなった人を見

て、たくさんの人の命を救いたいと思

ったから。

将来の夢は？

ひ なた

河内孝文 さん   　香 さん（ 沢 ）

ひなたちゃん（８歳）

恵 太 くん（６歳）

けい　 た

得意の払い腰で

県大会３位以上を目指す！得意の払い腰で

県大会３位以上を目指す！


